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Abstract
The objective of the present article is to pioneer a field of “anthropology of training,” in tackling a 

methodological problem relevant to it: how conceptions which have been found in the sport filed and 
determine firmly the sport practice (training) should be treated and converted into anthropological 
knowledge or concepts. It can be supposed that training of modern sports is characterized by being 
determined by a training methodology that comprises a system of concepts. When opening a path to 
anthropology of training, solving the problem referred above, this article focuses on “translation”, a 
method proposed by a Brazilian anthropologist, E. Viveiros de Castro, taking as a concrete case the 
concept “tiredness” in a football training methodology originating in Portugal, the “Tactical Periodization 
(PT).”

Viveiros de Castro argues the essence of anthropology resides in “translating” concepts found in the 
field into academic ones. Though “translation” does not seem to express adequately, or does even seem 
to betray, what the original conception to be “translated” has meant, he insists, it is “translation” that 
brings to us a novel and innovative concept. Through “translation”, a new concept can be produced, 
or a new reality can be opened or actualized which was hidden within those concepts anthropologists 
have had. Also, “translation” can be a method complementary in anthropology of sports, where not 
many methodological discussions have been made, in terms of what effects this discipline can make. 
Furthermore, considering K. Blanchard and A. Cheska suggested that studies of anthropology of sports 
would influence on us, including not only anthropologists of sports but researchers of other disciplines 
related to sports and actual practioners like coaches or schoolteachers, anthropology of training via the 
method of “translation” can offer another way of relativization than what anthropology of sports have 



－ 2－

相原　健志

made. More concretely saying, anthropology of training can provide us with possibilities that they 
transform our existing ways of training while influenced by those concepts “translated”.

Our case to be studied is the concept “tiredness” within the training methodology “PT,” invented by an 
ex-professor at University of Porto and also professional football coach, Vítor Frade. While revising the 
literature of this methodology, I made fieldwork in an U-17 team of a club “F” at Porto, which applied this 
training methodology. 

Their training was determined according to how tired their players are out of the plays in the game 
(normally) held on Sunday. As for youth teams in almost every club at Porto, as far as I researched, 
training was usually held three days a week. “F” was not any exception to it, with the U-17 team 
scheduled to train on Tuesday, Thursday, and Friday. Tuesday was the first training day after the official 
game was held on Sunday as well as being the most distant day from the next game (also Sunday), with 
the next day (Wednesday) off for recovery. Therefore, the coaches set relatively low intense but not too 
low intense exercises. Similarly, on Thursday, when three days have passed from the previous game and 
the players have recovered from tiredness well enough to play a full-court game, each of the exercises was 
conducted with the longest duration of the training days. Again similarly, in Friday training, when just two 
days were left for the next game, the exercises were cut up into small sessions of short duration, which 
would help prevent the players from feeling tired when the game at Sunday started. Thus the constitutive 
principle of training in PT is “tiredness” of the players, but it should be emphasized that this “tiredness” 
is not exclusively about the physical aspect; rather it is about both the physical and mental aspects, since 
tiredness is often modified by another concept in PT, “tactic” (and so, with its adjective form, “tactical 
tiredness”). As some study already implied, PT has as one of its conceptual backgrounds Spinozist 
philosophy, where the Parallelism between mind and body was stated. Also, from the evidence of the 
fieldwork, this tiredness is thought of as being correlated to the tactical intensity that the environment 
where the training is conducted has within it (which here we call “the intensity of environment”).

“Tiredness” in PT is a state of players in which they are to some extent incapable of playing, or is a 
relative incapacity or decline of the capacity. Then “tiredness” is transformed into a new concept, which 
signifies a decline in mind-body parallelistic capacity correlated with the intensity of the environments 
where the training activity is conducted. In other words, “tiredness” is “translated” into a new one which 
was potentially hidden and so far could not be conceptualized.

The new concept explicates a different reality from within that concept itself, thus exposing us to 
another version of reality, to a reality that has already existed and was yet to be known. Conversely 
saying, this new reality, which was multiplied within the concept, is explicated from within it through the 
“translation”. This “translation”, in turn, opens possibilities that we, as researchers, practioners or trainers 
of some sport, would create other real practices of sport training on our own fields of sports. Therefore, 
anthropology of training, through “translating” conceptions found in the field into our anthropological 
concepts, is potentiated to supply a base on which our own world of sports would multiply and would 
change into another reality.
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かし，マッサージの実践の全体像はこうした分解

された小単位の動作やそれらの効果だけで説明す

ることは不可能である」[ 田辺 2003: 92]。そこで

田辺は，彼らが持つ，マッサージの実践を律する

理論を議論の直接の対象とせず，むしろその理論

では説明しえない実践を考察する。理論は，それ

により説明できない実践とは異なるところに置か

れ，結果，あたかも実践の理解のために理論を考

察する意義が相対的に小さいかのように見えてし

まう。

しかし，スポーツの実践を研究対象としたと

き，こうした対象の限定は果たして可能なのだろ

うか。確かに，理論から逸脱する実践がフィール

ドにおいて展開されるのは事実だろう。とはいえ

スポーツの実践―とりわけ近代スポーツ 3―は，

しばしば強固な概念体系であるトレーニング理論

に律せられて展開されることもまた事実である。

フィールドにて発見される実践の理論を方法的に

考察の対象から排除することは，スポーツのトレ

ーニング実践という研究対象の特異的な特徴を切

り下げかねないのではないか。しかしスポーツ人

類学でも，爾来トレーニング理論はほぼ主題化さ

れてこなかった。例えば R. サンズは，陸上選手

などのトレーニングを素材として民族誌的研究を

行ったが，彼の視座はトレーニングそれ自体とい

うより，トレーニングを通じて形成される文化

的アイデンティティの方に向けられていた [Sands 

1995]4。人類学においてもスポーツ人類学におい

ても，近代スポーツのトレーニングが強固な理論

により律せられて実践されるという特徴的な事実

は，ほぼ等閑視されてきたと言ってよい。

では，その事実を人類学者はいかに捉え，そこ

にいかなる問題を見出せるのだろうか。これを考

える上で示唆的な機会があった。それは，2015

年 3 月に鹿児島大学を会場に開かれた日本スポー

ツ人類学会大会での，「トレーニングの人類学」

と題されたシンポジウムでの議論である。シン

1．はじめに : 目的と問題の背景

1-1　目的

近代スポーツをプレーすることそれ自体，とり

わけトレーニングをいかに理解すればよいか。ト

レーニングを人類学的観点から考察するとき，そ

れを「トレーニングの人類学」と呼ぶならば，そ

れはいかなる知見を与え，いかなる可能性を開く

のか―本稿は，このような問題意識のもと，トレ

ーニングの人類学という領域を新たに開くため

に，そこに潜む一つの方法論的問題に取り組みな

がら，その可能性を検討する。より具体的には，

スポーツのトレーニング実践を研究対象とする場

合，その実践を律するトレーニング理論やその理

論内に含まれる諸概念 1 をいかに扱うべきかとい

う問いを立てる。そしてブラジルの人類学・民族

学者 E. ヴィヴェイロス・デ・カストロの提案す

る「翻訳（traduction）」を方法とし，「戦術的ピリ

オダイゼーション（Periodização Táctica，以下 PT 

と略記）」と呼ばれるサッカーのトレーニング理

論における「疲労」概念を具体的な対象にし，以

上の問いに解答を試みる。

1-2　隠れていた問題 : 概念・理論の在り処

スポーツのトレーニング実践を特定の動作やプ

レーの学習過程と捉えるなら，人類学全体に視野

を広げると，実践者がいかにその周囲のモノや他

の実践者と相互作用を行いながら学習を行うか―

つまり実践と学習の社会性―が広く論じられてき

た 2。しかしこの実践・学習論はある対象上の限

定があった。例えば田辺は以下のように述べる。

「マッサージ師の技法の説明は，ある種の理論に

よって自らの実践を説明していると言える。人類

学者もしばしばその語りをそのままマッサージに

ついての民族誌として記述するかもしれない。し
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スポーツ人類学において可能だとして，それは何

をなしうるのか，いかなる知見を与える可能性を

秘めているのか。本稿はこれより，これらの問題

に向かって，ヴィヴェイロス・デ・カストロの議

論を検討する。また，「翻訳」される理論の事例

として，ポルトガル生まれのサッカーのトレーニ

ング理論，戦術的ピリオダイゼーションの「疲労」

概念を挙げて取り組む 6。

1-3　本稿の構成

そこで本稿は，以下のように成り立っている。

次節では，ヴィヴェイロス・デ・カストロの「翻

訳」論を検討し，トレーニング理論の諸概念を学

問的言葉に変換するための方法を整理し，その方

法の有効性をスポーツ人類学のこれまでの蓄積を

背景にして検討する。第 3 節以降にて，事例とし

て PT，およびその疲労概念を取り上げ，フィー

ルド調査の具体的な状況を示しながら，以上の方

法の下で考察する。第 3 節では，PT の背景的情

報，調査方法，調査地の概要を提示する。第 4 節

では，PT の疲労概念に関し，PT の理論的概要と

具体的なトレーニングの事例とともに考察し，第

5 節で，事例を踏まえて PT の疲労概念を「翻訳」

する。第 6 節では，概念の「翻訳」という方法に

よりトレーニングの人類学が何をなしうるかを論

じる。そして第 7 節で本稿のまとめを行い，今後

の展望を考察する。

2．�ヴィヴェイロス・デ・カストロにおけ

る概念の「翻訳」

2-1 「翻訳」の定義と目的

ヴィヴェイロス・デ・カストロは，人類学とい

う知的営為とはフィールドで出会った他者の思考

を変容させること，すなわち「翻訳」することだ

と述べる。

ポジウム内で，武道の実践者―この場合は熟練し

た剣道家―に対して，「稽古」と「トレーニング」

がいかに異なるかという問いが繰り返された。も

しここで「稽古」を，フィールドの人々が有して

いる概念と捉え，「トレーニング」を調査者側が

前者の概念の対照項として措定したものとするな

らば，問いが繰り返される中で図られていたのは，

「稽古」という概念の領域画定だったと解しうる

だろう 5。スポーツ実践者の有する，様々な概念

から構成される理論を，いかに学問的な論点や言

葉へと変換できるのか，という方法論的問題が浮

かび上がっていたのではないか。確かに，シンポ

ジウムで議論された具体的な論点―「稽古」と「ト

レーニング」が概念的にいかに異なるか―は，重

要な問題である。しかし着目すべきは，その具体

的な概念の組み合わせに潜んでいた，より一般的

な問い―フィールドの人々の概念と調査者側の概

念が異なるとき，前者をいかに学問的知へと変換

するのか，という問いである。

とはいえ，フィールドにおいて発見される実践

の理論という着眼点は人類学の歴史の中で隠れた

主題である。ヴィヴェイロス・デ・カストロは近

年，1980 年代後半から行ってきたそのアマゾニ

ア先住民研究をもとに，「概念の人類学」と彼自

身が呼ぶ視座を洗練しつつある [Viveiros de Castro 

2009, 2015]。彼が主張するには，人類学という知

的営為は，明示的であれ潜在的であれ，調査対象

である他者の思考や実践を人類学という学問の

「概念」として「翻訳」することである。ここに

は，スポーツ実践のトレーニング理論，またそこ

に含まれる様々な概念をいかに扱うべきか，とい

う方法論的問題に対する手がかりがあると考えら

れる。

では，概念を「翻訳」するとはいかなる方法な

のか，そして，フィールドにおいて発見される，

強固に概念が体系立てられているスポーツのトレ

ーニング実践の理論を「翻訳」するという視座が
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れる。「翻訳」を行うことで，それまで人類学者

が用いていた当の概念の意味内容が，変容してし

まう可能性があるからだ。いま一つには，「裏切り」

が，原語の意味を不完全にしか表現しないという

否定的な含意から，人類学者の概念が新しいもの

へと変容される可能性があるという肯定的な含意

へと反転されている。「翻訳」とは，それまで人

類学者が持っていた知・概念を「裏切り」，「変容」

させ，新しいものへと更新し，あるいは新しい概

念を生産することなのである。このように「翻訳」

の目的は，フィールドの人々の異なる知・概念を

もって人類学者のそれらを更新させることだと言

える。

補助線を一本引いておこう。ヴィヴェイロス・

デ・カストロのいう「翻訳」には，例えばイギリ

スの人類学者 T. インゴルドが論じているような

人類学が人類学自身に対して行うような認識の相

対化―文化相対主義ないし多文化主義―といか

に異なるのかという問題がある。インゴルドは，

「翻訳」という語が，相互に異なる文化のあいだ

に生じる，文化相対主義的な営為だと批判する

[Ingold 1993, 2000]。しかし重要なのは，ヴィヴェ

イロス・デ・カストロの「翻訳」概念は，むしろ

文化相対主義への批判であるという点である。文

化相対主義ないし多文化主義においては，相互に

区別される語である A と B という概念が，異な

る語でありながら，同一の現実を指示する。異な

る語（文化）が単一の実体（自然）を指すのだ。

他方，同じ語（文化）が異なる現実（自然）を指

示するとき，それは多自然主義に関わると述べる

[Viveiros de Castro 1998, 2009]。ヴィヴェイロス・

デ・カストロの「翻訳」という方法が照らし出す

のは，認識の多様性ではなく，むしろ同じ概念で

あるがゆえに見落とされがちだった，ある一つの

語の中に含み込まれている複数の現実，現実の多

様性の問題である [Viveiros de Castro 2009: 39-42]。

多文化主義の機制では，フィールドにおいて発

全ての些細でない人類学の理論は，人々の知

の実践の「翻訳版
0 0 0

（versions）」であり，そう

した類の理論は，これまで歴史的にこの学問

のまなざしにおいて「客体という位置」に置

かれてきた集団の知的実践と，全く構造的に

連続している [Viveiros de Castro 2009: 6]7。

フィールドの人々は様々な知的実践を主体的に

展開しており，多種多様な概念を有している。一

方で，人類学の歴史を彩ってきた様々な概念・理

論は，例えばマリノフスキーの「クラ」にしても，

当該人類学者がフィールドで発見した様々な概念

に起源を持つ。人類学者はそれらの概念や知をフ

ィールドから持ち帰り人類学という学問に適した

かたちで変容させた―すなわち「翻訳」したのだ。

では「翻訳」は，いったい人類学者の立場にお

いては何を目的とするのだろうか。ヴィヴェイロ

ス・デ・カストロは以下のように述べる。

異他の概念をして「翻訳」者の概念装置を歪

ませて転覆させ，原語の意図
0 0

が人類学者のそ

れをつうじて表現されるようにし，そうして

後者を変容させるようにするものである。

翻訳
0 0

，裏切り
0 0 0

，変容
0 0

[Viveiros de Castro 2009: 

54]。

フィールドで出会う他者の持つ概念を「翻訳」

することで，人類学者がその調査時で他者に出会

うまでに携えていた知・概念は，ときに「歪み」，

「転覆」される。上記の引用は，イタリアの諺，「翻

訳者は裏切り者である（Traduttore, traitore）」を

下地にしている。これは，翻訳者は，原著者の意

図をねじ曲げてしか翻訳が可能でしかなく，よっ

て原著者を裏切っているという意味の諺である。

しかし，彼はこの諺の含意を二重に反転させてい

る。一つは，「裏切り」は原著者に対してではな

く，その概念を用いていた人類学者に対してなさ
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複合体として捉え，これらが絡まり合う相互作用

を捉えるものである [ 寒川 1994]。しかし，本稿

はトレーニングを一個の文化的現象として分析す

るわけではないため，視座を異にしている。また

宇佐美隆憲は，スポーツ文化を翻訳し民族誌とし

て記述することの可能性を論じたが，ここでいう

翻訳とは「データを如何に読み解いていくのか」

[ 宇佐美 1999: 72] という点に限定されている。さ

らに，ここで宇佐美のいう翻訳は，青木保の議

論への言及があることから 9，本稿が先に言及し

た多文化主義的翻訳に近しいと言える [ 宇佐美 

1999: 84, n.11; cf. 青木 1978]。

これらを背景にしたとき，ヴィヴェイロス・デ・

カストロの「翻訳」という方法は二点において有

効性を持つと考えられる。

第一に，それはデータの読解・分析の手法とし

てだけでなく，その「翻訳」により生産されたも

の（ここでは新奇な概念）が「翻訳」者の属する

学的領域に与える影響をも考慮している。「翻訳」

は「裏切り」であり人類学者の知を変容させる効

果を有するのだった。よって，データの分析に焦

点を充てた宇佐美の議論を，その分析がいかなる

効果をなすのかという点から，補完する役割を果

たすと言える。

第二の点は，スポーツ人類学と他のスポーツ諸

科学との関係に関わる。トレーニングの人類学は，

トレーニングの理論を対象とする以上，スポーツ

人類学も含めたスポーツ諸科学，特にトレーニン

グやプレーを対象とする学知と一定の関係を結ぶ

ことになる。ところでスポーツ人類学は K. ブラ

ンチャードと A. チェスカが示唆したようにそれ

らの学知と連関してきた 10。すると，「翻訳」と

いう方法をもってトレーニングの人類学に取り組

むとき，ヴィヴェイロス・デ・カストロにおいて

フィールドの他者に対して人類学が占める位置

は，スポーツ人類学のみならず，スポーツ諸科学

にまで拡張することになる。つまり，ヴィヴェイ

見される概念は，人類学者の有する概念へと吸収

され，そこに差異は生じなくなる。一方で，ヴィ

ヴェイロス・デ・カストロは，多文化主義の機制

の下では等価となる語・概念は，実のところ，そ

の内部で別の現実を同時に表現しうることを強調

しているのだ。たとえ一見したところ同じ語であ

ったとしても，それは異なる現実を指示しうる。

すなわち，一つの同じ語（文化）が，異なる現実

（自然）を指示しうるのだ。すると，「翻訳」とい

う方法は，一つの語・概念が，人類学者が「翻訳」

以前に捉えていたのとは異なる別の現実を指示し

うることを暴き出し，一つの語の中に潜在して

いたはずの，それまで隠れていた多様な現実を照

らし出す。その一つの語が別の現実も指示してい

ることが明らかとなったとき，結果，人類学者が

その概念によって思考していた現実は，別のかた

ちにもなりうる。「翻訳」による新しい概念の生

産は，人類学者の生きる世界，あるいは「我々の

世界を多様化する（multiply）」のである [Viveiros 

de Castro 2015: 27]8。

ここまでの議論をまとめよう。フィールドにて

発見される理論の中にある概念によって，人類学

者の有する既存の概念を「裏切り」，新しいもの

へと「変容」させ，新しい概念を生産すること。

その新しい概念によって，旧来の概念の指示する

ものとは異なる現実を照らし出し，人類学者が属

する世界を多様化すること。これが，概念を「翻

訳」する方法であると言える。

2-2　スポーツ人類学における有効性

では，この「翻訳」という方法はスポーツ人類

学の中でいかなる有効性を持つのか。スポーツ人

類学が一つの学的領域として成立して以来，方法

論的な問題の議論が豊富に積み重ねられてきたと

は言い難い。数少ない議論の中で寒川恒夫は「ス

ポーツ文化複合」概念を提示したが，これはある

特定のスポーツ文化を社会・技術・精神的側面の
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報を概観する。これはポルトガル共和国ポルト市，

ポルト大学スポーツ学部（Faculdade de Desporto 

da Universidade do Porto，以下 FADEUP と略記）

教授（当時）のヴィトル・フラーデ（Vítor Frade, 

1944-）によって 1960 年代以降に考案された 11。

フラーデは学部卒業後，ポルト市と周囲の衛星都

市を含む地域にて，プロのサッカーの指導者とし

てキャリアを開始した。しかし 1974 年，ポルト

大学スポーツ学部の前身であるポルト大学身体教

育高等研究所（Instituto Superior da Educação Física 

da Universidade do Porto）に着任した。改めて学

術的な環境に身を置いたフラーデは自らのトレー

ニング理論を練り上げ始め，多くの学生をスポー

ツ方法学の観点から定年退職まで指導した。それ

に並行し，欧州チャンピオンズリーグを 2 度制覇

したポルトガル屈指の名門 FC ポルト（FC Porto）

でもプロのコーチとして勤務しつつ練り上げられ

たのが，この PT である。

ただ，フラーデ自身はこれまでわずか 2 本し

か論文を書いておらず [Frade 1985, 1990]，PT の

理論化は概して彼の大学での指導学生により担

われてきた。フラーデの最初の教え子は，現在

FADEUP で教員を務めつつ，長らく FC ポルトの

U-1712 チームの監督も務め 2017 年現在はポルト

ガル U-17 代表監督である J. G. オリヴェイラで

ある [Oliveira, J. G. 1991]。オリヴェイラ以後，特

に 2005 年から 2009 年ほどの時期は，フラーデが

FC ポルトのトップチームに勤務していた際の同

僚である J. モウリーニョが，フラーデの教え子

R. ファリーアとともに PT を用いて [Faria 1999]，

FC ポルトやイングランドのチェルシー FC など，

欧州のビッグクラブでタイトルを多く挙げてい

た。その流れの中，サッカージャーナリズム界で，

モウリーニョのトレーニング方法論として PT へ

の注目が強まり，それに呼応して学術的環境でも，

以下のような現在重要視される文献が書かれた。

その嚆矢が，FADEUP の卒業生が中心となって

ロス・デ・カストロにおけるフィールドの他者／

人類学者という構図は，トレーニングの人類学に

おいては，フィールドの他者／スポーツ人類学者

（+ 他領域のスポーツ研究者）という構図に置換

される。「翻訳」は人類学者の知を変容させるの

だから，スポーツ人類学が他のスポーツ諸科学と

連関している限り，「翻訳」によるトレーニング

の人類学は，スポーツ人類学だけでなく他のスポ

ーツ諸科学を―たとえ部分的にであれ―変容させ

うる。いかなるトレーニングが行われるかという

現実を概念が律しているならば，それを「翻訳」し，

変容させ，新しい概念を生産したとき，トレーニ

ングの現実自体が，別様のものへと変容され，新

しいトレーニング実践やトレーニング法といった

現実が生じる可能性があるからだ。すると，ヴィ

ヴェイロス・デ・カストロのいう「我々の世界」

が「多様化する」事態の一つの具体として，トレ

ーニングの現実が「多様化する」ことが位置付け

られる。

このようにトレーニングの人類学という文脈に

おいては，スポーツ諸科学にもたらしうるもの

（「我々の世界を多様化する」こと）という点から，

すなわち相対化の効果
` `

の側面から有効性を秘めて

いると言える。トレーニングの人類学は，スポー

ツ人類学の内部から，スポーツ諸科学の内部にお

いて，それを―部分的にであっても―それらを変

容させる可能性を開くのである。

以下，この方法のもと具体的な事例を考察しよ

う。それは，戦術的ピリオダイゼーションという

サッカーのトレーニング理論と，その「疲労」概

念である。

3．戦術的ピリオダイゼーションとは何か

3-1　背景的情報

まず，戦術的ピリオダイゼーションの背景的情
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そのクラブは，ポルト市内西部地域にある“F”

というクラブである 14。そのコーチは，フラー

デの FADEUP 在職時の最後期の教え子，セルジ

オ・フェレイラ（Sérgio Ferreira）という人物であ

る 15。

調査時セルジオはこのクラブにて U-13 や U-17

などのチームの監督をしていた。他の年代のチー

ムよりも「U-17 のほうが勉強になると思う」と

筆者はセルジオに薦められ，U-17 チームにて，

主に試合とトレーニングの映像分析のアシスタン

トとして調査を進めた。具体的には，毎回の練習

の前にセルジオと，もう一人のアシスタントであ

るアルヴァロ・コスタ（Álvaro Costa）とともに

トレーニングの準備をしつつ，セルジオから各ト

レーニングメニュー 16 の狙いや，それと PT の理

論との関連について説明された。シーズン中は毎

週末に公式戦が行われるため，試合後の最初の練

習であれば，試合に関する意見を交換しながらメ

ニューの確認をする。トレーニングが開始すると

グランド横の観客スタンドから，その様子を観察

しつつ映像を録画し，フィールドノートを付ける。

時折グランド内に降りはしたが，映像担当である

ためグランドを一望する位置にいることが多かっ

た。トレーニングが終わると，セルジオらと片付

けをしながら，再び意見交換をし，帰宅する。表

1 にあるように，セルジオは“F”で多くのチー

編んだ著作である [Oliveira, B. et al. 2006]。彼ら

はモウリーニョの語録を整理しつつ，PT の理論

構成を秩序付けた。この書物をうけ，より形式的

に整理したのが，スペインのバレンシア大学在学

中に FADEUP に留学しフラーデから学問的指導

を受けた，X. タマリッの 2 冊の本である [Tamari 

2009, 2013]。とりわけタマリッの最初の著作は，

PT が用いる様々な概念を整理しつつ，トレーニ

ングの形式的な原理を明快に整理した点で，PT

の教科書のような役割を果たし，筆者がフィール

ドワークをつうじ知り得た限り，PT の著作のな

かで最も広く読まれている。また彼の 2 冊目の著

作は，1 冊目より細かな概念規定にまで手を広げ

詳述したものである。他の著作の中で比較的よく

読まれているものとして，FADEUP 卒業生でオ

リヴェイラの研究指導を受けた，2017 年現在ポ

ルトガル女子代表のアシスタントコーチを務める

M. シウヴァの著作 [Silva 2008] が挙げられる 13。

3-2　フィールドについて

3-2-1　調査の経緯と方法

筆者は，PT に関する文献的な検討と並行し，

2013 年 9 月から 2014 年 7 月まで，FADEUP の大

学院博士課程に籍を置き，PT を採用しているク

ラブのコーチのもとで，PT の研究およびコーチ

研修というかたちでフィールドワークを行った。

表 1：“F”の育成年代チームの練習日程

月曜 火曜 水曜 木曜 金曜

17:30-18:00
U-15

U-13
U-13 U-1318:00-18:30

18:30-19:00

U-15 A・B U-15 A・C19:00-19:30

U-15 B・C
U-17 B
および
U-15 A

U-15 B・C
19:30-20:00

20:00-20:30

U-17 A・B U-17 A・B20:30-21:00

U-19
U-17 A
および
U-19

U-19
21:00-21:30

21:30-22:00

（一部省略。なお，セルジオ担当は斜字，調査対象となったチームは網掛けにした）
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に限らずポルトガルサッカー自体が少ないパスの

本数で速攻を仕掛けるチームが多数あるなか，こ

のクラブは，伝統的に細かいパスで攻撃を組み立

てるチームスタイルを全ての世代で一貫して採

用しており，この地域では一定の評価を与えら

れ独自の位置にあるクラブである 17。セルジオ

の言葉を借りれば，筆者の調査した U-17 におい

て，攻撃面では「細かいパスをつないで攻める

（ataque com passes curtos）」，守備面では「素早く

スペースを狭めてボールを奪い返す（recuperar a 

bola fechando o espaço com rapidez）」ことをプレー

スタイル上の原理としていた。

そうしたプレースタイルを実現するべく，U-17

のトレーニングは，表 1 にあるように週 3 日，

2013 年 9 月から 2014 年 1 月までは火曜・水曜・

金曜，2014 年 1 月以降は火曜・木曜・金曜に行

われた。筆者が調査した限り，ポルト市と周辺地

域において育成年代はトレーニングを週 3 日行う

ことが一般的だった。

この毎週 3 日のトレーニングを行ったあと，シ

ーズンが開幕する 9 月から翌年 4 月のシーズン終

了までは毎週末に公式戦が行われる。公式戦は，

欧州の多くの国と同様，特定の期間に集中して行

われるのではなく，シーズン中の毎週末に行われ

る 18。筆者の調査時期は，9 月の第 4 週目の週末

に全国統一地方選挙が組まれたため試合が行われ

なかったが，それ以外の 9 月から 4 月の毎週末に

は，16 チーム，ホーム & アウェー 2 回戦総当た

りの計 30 試合の公式戦が組まれていた。

4．�戦術的ピリオダイゼーションにおける

疲労概念の「翻訳」をめざして

4-1　疲労概念と諸関連概念

4-1-1　疲労概念 : 心身両面

ここから PT の重要な諸概念について考察しよ

う。筆者が調査を始めてすぐ，また調査期間を通

ムを受け持ち，多忙に過ごしていた。そのため，

練習が終わると急いで帰宅することが多く，筆者

との意見交換も手早く要点のみに絞ることが多か

った。一方，練習が終わった後，最寄りのバス停

まで筆者をアルヴァロが車で送ってくれていたの

で，彼と密な意見交換ができることが多かった。

週末に行われる試合日もトレーニング日と同様，

準備時に意見交換，スタンドからの録画，観察，

ノート，終了後に意見交換という手順で調査を進

めた。

3-2-2　調査地について : リーグとクラブの概況

クラブ“F”は，経営規模的にも，クラブの成

績面でも，ポルト市において特別目立った存在と

は言い難い。“F”は 1934 年に設立され，比較的

長い歴史を持つクラブで，ポルトガル代表の主将

にまで上り詰めた選手が幼少期にプレーしていた

ことでも知られている。しかしポルト市には先述

の FC ポルトや，ポルトガル国内リーグの優勝経

験のあるボアヴィスタ FC（Boavista FC）などが

軒を連ねており，“F”は必ずしも強豪クラブと

は見なされていなかった。実際，当時このトップ

チームは，ポルト市を中心とする地域のアマチュ

アリーグ（5 部に相当）に所属していた。ポルト

ガルサッカーの制度において，年齢制限のない世

代に加え，育成年代と総称される年齢制限の付い

たチームのうち U-19，U-17，U-15 は全国リーグ

が設置されているが，この U-17 チームを含めこ

のクラブの育成年代のチームはいずれも全国リー

グではなくポルト地域の 1 部リーグに所属してい

た。

とはいえ，“F”の U-17 チームは，筆者の調査

前の 2012-2013 年シーズンに件のリーグで 3 位，

本調査の翌シーズンは 2 位となり全国リーグへの

昇格を賭けたプレーオフに進出した。これらの年

に限らず，育成年代は時折全国リーグにまで進出

することもあったという。さらに，上記の FC ポ

ルトやボアヴィスタ FC などを筆頭に，ポルト市
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という概念は，やや特殊な意味を与えられてい

る。PT は，プレーが展開される環境を自然現

象に類比しつつ「複雑なシステム（sistema(s) 

complexo(s)）」と呼ぶ。そこでは，選手たちの様々

なプレーや，ピッチの状況，天候，観客の存在な

どの無数の因子が複雑に絡み合っており，よって

時間を経ながら絶え間なく状況が変化する。こう

した時空間は，それ自体で一つの全体―ただし，

機能的に諸要素から構成されるのではなく，むし

ろある未知の要素が突然予想に反して作用を始め

たり，反対に唐突に作用を止めたりする，先の予

測が困難である流動的な全体―をなしており，決

して断片化や細分化を施すことができない。つま

り，複雑なシステムは部分へと細切れにできず，

それと同様にその中で展開されるプレーも分割で

きないと考えられている。PT における定義上プ

レーは，身体的なもの（o físico，筋力や心肺機能

など），心理的なもの（o psicológico，勇気や決断

力など），技術的なもの（o técnico，ボールテク

ニックなど）を各々単独ではなく，常に包括的に

捉えなくてはならない。これら 3 つの様相を全て

包括したときの様相が，「戦術的」と呼ばれる 20。

よって，「戦術的」と形容されるのは，選手のプ

レーの包括的な様態が含意されているからだ [e.g. 

Silva 2008: 24; Tamarit 2009: 47]21。

4-1-3　戦術的強度 : 調節される複雑性

PT は，このプレー環境の複雑性，プレーの包

括性（戦術性），疲労という 3 点を中心にトレー

ニングを組み立てるよう説く。先述のように，リ

ーグ戦期間中は毎週末に公式戦が組まれており，

選手たちは直前の試合の疲労を残しているし，そ

うでなくとも，トレーニングに起因する疲労を残

している。一方で，選手たちのプレーおよびプレ

ー環境は常に，分割が許容されない包括的な全体

である。よってトレーニングも同様に，未知の要

素が新たに介入し，予想を超えた出来事が起こる

潜在的な可能性に満ちた複雑なシステムであら

じてセルジオは繰り返し，「選手たちが試合にお

いて，最もフレッシュな状態で（mais fresco）プ

レーできるようにしなければならない」，「選手は

肉体だけでなく，頭も同様に疲労する。後者も考

慮すべきだ」と筆者に述べていた。

セルジオの以上の言葉は，PT の理論に対して

全く忠実なものである。タマリッによれば，選手

は，身体面と同様に思考・精神面でも疲労してい

るとされる [Tamarit 2009: 79-80]。選手は，身体

的な運動に起因するかたちで，とりわけ筋肉や心

肺機能の面で疲労する。その一方で，様々に目紛

しく状況が変化していくなかで，どのようなプレ

ーが必要なのか，常に思考するよう晒されてい

る。思考・精神面の疲労は，このようなプレーに

関わる連続的な意思決定に起因するとされる [ 相

原 2013a: 65-66; Tamarit 2009: 85-86]。こうした心

身両面に渡る疲労は，PT において「戦術的疲労

（fadiga táctica）」と呼ばれ，特に思考・精神面で

の疲労という観点をより強調するために，ときに

「情動的疲労（desgaste / cansaço emocional）」とも

呼ばれる [Tamarit 2009: 80, 2013: 126, n.5]。筋肉

などの身体面の疲労だけでなく，思考・精神面で

の疲労，すなわち頭が疲れている状態も考慮し，

心身の両面における疲労がともに最低限の状態に

なるように―つまり「最もフレッシュな状態で」

試合を迎えるよう図る。PT のトレーニングでは，

これが最も実践的に重要な点であるとされる 19。

フラーデ自身は，「疲労がなければトレーニング

はなく，消耗がなければトレーニングはない。消

耗がなければ改善もないし，消耗があるからこそ，

回復して良い状態になる絶対的な必要性が生じ

る」と述べ，トレーニングにとり疲労という条件

が本質的であると主張する [Frade in Tamarit 2013: 

117]。

4-1-2　戦術概念 : 包括性

とはいえ，なぜ心身両面に跨がることが「戦

術的」と形容されるのか。PT において「戦術」
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ングを一例に，どのようにトレーニングが展開さ

れるかを見よう。

4-2�一週間のトレーニングの構成原理としての疲労

以下に見るのは，2014 年 2 月 18 日（火），20

日（木），21 日（金）のトレーニングである。こ

の週の前には 16 日（日）に公式戦が行われ，週

末の 23 日（日）に公式戦を控えていた。ポルト

の地域 U-17 リーグの場合，原則日曜に試合が組

まれている。ただ，時折グランドの日程管理上の

都合で土曜に行われることも珍しくなかった。こ

の週を取り上げるのは，前後の試合が原則通りに

日曜に開催され，疲労を基準にトレーニングが組

み立てられる上で，標準的な週だと言えるからだ。

4-2-1　火曜

この火曜は，試合後の最初の練習日である。先

述のように，試合は複雑性＝戦術的強度が最も高

い機会であり，最も疲労を惹起しやすい。月曜の

休養日を挟み 1 日経ったが，選手たちは試合の疲

労から十分に回復しているとはされない。一方で，

火曜は，次の試合からは最も遠い練習日でもある。

さらに，週に 3 日トレーニングを組むとき，この

翌日の水曜が休養日に当たるため，戦術的強度は

下げるものの，一方で下げすぎてもいけないし，

上げすぎてもいけない日とされる。

なお PT において，公式戦の終わった当日，試

合後のミーティングはほぼ行われない。というの

も，上記のとおり公式戦は戦術的強度が最も高い

のだから，その試合の直後は 1 週間の中で選手が

最も疲労しているからだ。そのときに身体を動か

すことはなくとも選手をさらに思考させてしまう

ようなミーティングを開催することは，忌避され

る。また，試合翌日も，選手たちはトレーニング

を行うのに十分回復しているとは見なされないた

め，完全な休養日としなくてはならないとされる

[Tamarit 2013: 88-89]。休養後の火曜は，表 2 のよ

うに構成されていた 22。

ねばならない―トレーニングは試合に似ていな

ければならないのだ [Tamarit 2009: 67-68]。する

と，トレーニング，その各メニューは，選手の疲

労度に応じて，複雑なシステムの複雑性の程度を

調節する必要が生じる。不確定な要素が増え，作

用を始めてしまう新しい要素が増える環境では，

選手はその分だけ，思考・精神面でも身体面でも

疲労するからだ。このように，疲労度に応じて調

節された複雑性の程度のことを PT は「戦術的強

度（intensidade táctica）」と呼ぶ [Silva 2008: 94-96; 

Tamarit 2009: 92-100, 2013: 44-48, 89-90]。「戦術的

疲労」と同様，これが「戦術的」と形容されるの

は，プレーが展開される環境は常に分割不可能な

包括的なものだからである。

先に触れたように，選手の特に思考面での疲労

の原因は，プレーが展開される環境のなかで，連

続的に意思決定を強いられることである。よって

戦術的強度を下げるとは，身体的な側面において，

運動量を下げることにとどまらない。それと同時

に，選手たちが思考する量を下げることも含まれ

る。すなわち，あるプレーに関与する人数の多さ

（多ければ，判断する際に考慮すべき要素が増え

る），プレー空間の一人当たりの広さ（一人当た

りのスペースが広くなればその分だけプレーは容

易になる），プレー時間の長さ（時間が長ければ，

思考は持続性を要求される）が，この複雑性＝戦

術的強度を決定する要素となる。これらの要素が

高まれば，その分だけ戦術的強度は高まり，その

分だけ選手たちは思考・精神面でも身体面でも疲

労しやすくなる。すると，最も複雑性が高く，最

も戦術的強度が高く，最も疲労しやすいのは公式

戦となる。翻って，これらの要素を低めれば，選

手たちは思考・精神面でも身体面でも疲労しにく

くなり，疲労度が高いときであっても許容可能と

なる。

以上の諸概念，特に疲労概念を中心的な焦点と

し，“F”の U-17 チームのある一週間のトレーニ
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次に行われたポゼッション（posse da bola）と

呼ばれるメニューは，ボールを繋ぐことを主目的

として行われる。この日は，縦方向つまり相手ゴ

ール側にボールを繋ぐことを主眼として，縦方向

に長いコートが設計された（写真 2）。

エンドラインに見立てられた線上に 1 名ずつ立

ち，コート内は 3 人対 3 人の状況下で，相手の守

備を回避してパスを繋ぎ，最終的に線上に立つ味

方選手（写真 2，四角囲み）にパスを渡すことが

試みられる。ロンドと比べると，運動量が増え，

敵の人数も増えている。先述のように，火曜はい

まだ試合による疲労が抜け切っていないため，持

続時間は各セッションを 3 分とし，合間におよそ

1 分の休憩が入っていた。さらに，各グループは

線上に立つ選手を含め 4 人で構成されるが，この

うち 1 人が順に線上に立つため，各選手とも運動

量や思考量が相対的に減る役割を，1 回 3 分は担

えることになり，実質的に 6 分の休憩時間を挟み

9 分間プレーすることになる。こう考えれば，戦

術的強度が上がりすぎないと言えるだろう。

その後，ハーフコートで，プレー上のテーマを

最初に行われたのは，「ロンド（meinho）」23

と呼ばれるメニューである（写真 1）。おそらく

サッカーにおいて，世界的に見て最も流通してい

るメニューの一つと予想されるもので，通例 3 〜

4 人の選手が極めて小さな四角形のスペースの四

辺の上に位置取ってボールを回し，その四角形の

内部で 1 〜 2 人の選手が位置取ってボールを奪お

うと試みるものだ（写真 1）。ボールを奪う側は

味方が少ないため，戦術的強度は上がりそうに見

えるが，スペースが小さく運動量が比較的少なく

済む上に，相手のパスコースが限定されているた

め，戦術的強度はかなり低くなる。例えば相手

が 4 人であれば，パスコースは最大 3 つしかない

し，スペースも小さいため，相手は足元のパスを

繋ぐ以外の選択肢がない。運動量と判断の要素が

少ないのだ。この日は表 2 にあるように 12 分連

続して行われたが，たとえ持続時間が長くなって

も戦術的強度はさほど上昇しない。また，時折セ

ルジオ自身もボールを奪う側として加わり，選手

がリラックスしてプレーするようレクリエーショ

ン（brincadeira）目的で実施されることもあった。

表 2：2014 年 2 月 18 日（火）のメニュー一覧

メニュー名称 関与人数 持続時間 スペース

1 ロンド 4 ＋ 1 12 分× 1 本 約 3m × 3m

2 ポゼッション （3 ＋ 1）× 2 3 分× 4 本 約 15m × 7m

3 シチュエーションゲーム 9 対 7 5 分× 4 本 約 40m × 30m

4 ゲーム 6 対 6 上限 4 分 約 40m × 25m

写真 1: ロンドの様子 写真 2: ポゼッションの様子
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に濃密に関与する時間帯が長かった。個別的な疲

労度を考慮した上で，このメニューでは彼らのプ

レーエリアを狭め，その役割を縮小させる設計が

なされていた。

また，このメニューにおいて，コーンで設けら

れたサイドラインの外側には，数人の選手を配置

している（例えば写真3の右下， 四角囲みの選手）。

こうした選手は PT に限らずフリーマン（posto）

と呼ばれ，主にコート内の外側でボールを受けて

パスを出す役割のみを果たす。よって，プレーの

ために思考すべき量も運動量も減り，戦術的強度

が激減する。フリーマンに配置する機会を多くす

れば，個別的な疲労度に対応できるのだ。加えて，

フリーマンは原則としてボール保持側をコートの

外で受けるため，ボールを保持して攻撃している

グループ側にとっては，味方がその分だけ増える。

よって，ボール保持側の戦術的強度の抑制にも寄

与する。

最後に行われたのは，ゲーム形式のメニューで

ある（写真 4）。選手たちを 6 人ずつ 3 つのグル

ープに分けて，順にゲーム（jogo）を行う。うち

1 グループはフリーマン役（写真 4，丸囲み）を

担う。ゲーム形式では，シチュエーションゲーム

の個別的プレーエリアの制限が解かれるので，よ

り流動的にプレーが展開され，ピッチ内で起こる

出来事が様々ありうる。例えば，プレーエリアを

制限されていた FW が自陣ゴール前に戻って守備

設定するゲーム形式のメニューが行われた。これ

は“F”では「シチュエーションゲーム（situação 

de jogo）」と呼ばれていた。縦方向はハーフコー

トのサイズだが，横方向はコーンでラインを設定

し，実際のグランドの横幅よりも狭い（写真 3）。

持続時間も 1 本 5 分と長くなり，関与人数も（GK

を含めて）9 人対 7 人と増える。この日は，縦に

速くパスを繋いでゴールに迫るという具体的なテ

ーマが設定され，選手たちはそれを企図したプレ

ーが要求され思考すべき量が増えるため，戦術的

強度は上昇すると言える。

このメニューからは選手たちの個別的な疲労度

への配慮も見ることができる。まず，一見すると

9 人に対して 7 人が相手をするというのは，7 人

チームにとっては戦術的強度が高いように思われ

る。しかし，この 7 人は日曜に試合に出場してい

ないか，短時間出場した選手のみであった。つま

り彼らは相対的に疲労が少なく，高い戦術的強度

のメニューも許容できた。翻って，試合に長時間

出場した 8 人の選手は人数的により余裕があり，

同じメニューでも戦術的強度が低くなり，その疲

労の濃さに対しても許容可能な強度だった。

さらに，このうちの数人の選手はプレーエリア

を制限されていた。その選手は FW24 の選手であ

るが（写真 3 の丸囲み），この前の週末の試合，“F”

からは格下とされる相手と対戦したため，本チー

ムが攻撃する時間が長く，FW の選手らはプレー

写真 3: シチュエーションゲームの様子 写真 4: ゲーム形式の様子
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そして，木曜で最も特徴的なメニューが，紅白

戦である。以下に見る金曜も含め，練習日のうち

フルコートでメニューに取り組むのは，この木曜

の紅白戦のみである。さらにプレー人数も 11 人

同士となり，フリーマンも設けられず，持続時

間も 1 試合の半分に相当する 40 分間である。前

の試合から 3 日挟んだ木曜になると，試合を行う

のに十分なまでに回復している―だからこそ実際
0 0

に試合を行う
0 0 0 0 0 0

。加えて，この紅白戦の相手は普段

からともに練習する U-17 のチームメイトではな

く，U-19 チームであった。年上であることに加え，

3.2.2 で述べたようにこの U-19 チームのメンバー

の大半は，この前年に U-17 リーグで 3 位という

好成績を収めたチームである。非常に強い相手に，

試合に最も近い状況でプレーすることを要求され

たのだ。

以上のように，疲労からの回復に応じるかたち

で，特に持続時間とスペースを増大させることで，

戦術的強度を増大させている。

4-2-3　金曜: 持続時間の制限

最後に，週の最後の練習日，金曜である。試合

の前々日で，かつこの日の前日が最も戦術的強度

の高い練習日であるため，選手たちは試合による

疲労からは回復しているものの，木曜の疲労が残

っている。よって練習日の中では，最も戦術的強

度を下げることが企図される。表 4にあるように，

火曜および金曜と比べ特に関与人数や持続時間を

短くすることで，それを低下させる措置が採られ

ている。

ロンドは火曜と同様だが，より重要なのはそれ

以降のメニューである。ポゼッションは，2 人ず

つのペアに分けた上で，コート内は 2 人対 2 人と

をすることもありうる。ただ，そうすると戦術的

強度が上がりすぎるため，横幅を短くしてスペー

スを小さくし，関与人数を減らす。さらに，メニ

ューの持続時間も最大 4 分と短くされていた。な

お，ここで「最大」4 分なのは，どちらかのチー

ムが 2 点を決めた段階で一方のチームが交代する

ため，それより短い時間で 1 つのゲームが終わる

こともありうるからだ。さらに，仮に 4 分間ゲー

ムが行われたとしても，1 チームはコート外でフ

リーマンの任にあたるため，その間は非常に低い

戦術的強度に抑えられていた。

4-2-2　木曜: 持続時間とスペースの増大

木曜は，前回の練習日から 1 日休養を挟み，前

の試合から 3 日経ち，次の試合まで 2 日ある日で

ある。しばしば PT では指導者の経験則として，

選手たちが試合の疲労から次の試合を行うのに十

分に回復するには，途中の練習日で過度な戦術的

強度を課さない限り，あいだに 3 日かかると言わ

れている [Oliveira, B. et al. 2006: 112]。その 3 日経

過した日が，この木曜である。つまり，選手たち

は十分に回復していると見なされる。それはこの

日のメニュー（表 3）にも反映されている。

この日の最初のメニューは，火曜と同じくロン

ドであった。火曜と同じ人数の設定だが，この日

はコーンを置いてスペースが設定されず，事実上

グランド全てが可能なスペースだった。持続時間

は火曜の 12 分から 7 分へと減ったものの，同じ

メニューでも可能な運動量が増える分，火曜に比

して戦術的強度は上昇する。シチュエーションに

関しても，火曜と同様の人数，同様のスペース，

同様のプレー上のテーマが設定されていたが，1

回の持続時間を増やしていることが分かる。

表 3: 2014 年 2 月 20 日（木）のメニュー一覧

メニュー名称 関与人数 持続時間 スペース

1 ロンド 4 ＋ 1 7 分× 1 本 ハーフコート

2 シチュエーションゲーム 8 対 7 8 分＋ 6 分 ハーフコート

3 ゲーム 11 対 11 40 分× 1 本 ハーフコート
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と一緒に，MF と FW の計 5 人でゴールに速攻を

仕掛ける，という設定である（写真 6，なおロン

ドが終了して以降，ロンドのボール保持側だった

3 人の選手はプレーに関与しない）。上記の計 5

人の選手に対し，やはりロンドの間待機していた

GKとDF2人（写真 6のビブス着用の選手）が守る。

つまり，1) 3 人対 2 人のロンドと，2) 5 人対 2 人（＋

GK）のシチュエーションゲームの組み合わせで

ある。

まず，最初のロンドの段階でボールを奪いにか

かる 2 人の MF の選手はボールを奪って守備から

攻撃に切り替えるため，相対的に戦術的強度が増

大する。しかし全体の持続時間が最大 2 分として

設けられ，時間内にシュートまで至らない場合は

そこで強制的にセッションが終了される。またこ

の 2 人のペアは 1 つのセッションが終わると，別

の MF のペアと各セッション交代するため，2 分

間のプレー後に休憩できることになる。

2 人の DF も見よう。彼らは 5 人に対して 2 人

で―GK を含めると 3 人で―5 人もの選手から守

る必要がある。5 人の相手はパスコースも多い上

に，速攻がテーマである以上速いスピードで攻め

いうかたちで関与人数を火曜から減らし，さらに

フリーマンを 4 人付ける。フリーマンを含めボー

ル保持側は実質的に 6 人となり，戦術的強度が下

げられる。一方でボールを奪う側は 2 人で 6 人を

相手しなくてはならないが，持続時間が 1 分と大

変短く，さらにこの 1 分間が終わると，ボールを

奪う側だったペアは，フリーマン役になる。メニ

ューを展開する中で，あるグループは，1 分ごと

にボールを奪う側→フリーマン→フリーマン→ボ

ール保持側，というサイクルを 2 回繰り返す。つ

まり，戦術的強度が高い時間が 1 分間しかなく，

それ以外の 3 分間は戦術的強度が低いのである。

高い戦術的強度が要求される時間を短い時間に

限定するのは，次のシチュエーションゲームにも

看取できる。このメニューは，1) ロンド，2) シ

チュエーションゲームの組み合わせである。 ま

ず，センターライン近くに約 3m 四方の小さなゾ

ーンを設け，そのなかで 3 人の選手がボールを保

持し，2 人の選手（MF の選手）がそれを奪いに

かかる（写真 5）。2 人の選手がボールを奪ったり，

あるいはそのゾーンの外側にボールがこぼれたり

したら，そのゾーン外で待機している 3 人の FW

表 4: 2014 年 2 月 21 日（金）のメニュー一覧

メニュー名称 関与人数 持続時間 スペース

1 ロンド 4 ＋ 1 13 分× 1 本 約 3m × 3m

2 ポゼッション 2 対＋ 4 1 分× 8 本 約 15m × 12m

3 シチュエーションゲーム 2 対 3 ＋ 5 体 2 最大 2 分× 10 本 ハーフコート

4 セットプレー付きゲーム 6 対 6 上限 5 分 ハーフコート

写真 5: 中央でのロンドの様子 写真 6: 5 対 2 のシチュエーションゲーム
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ここで着目すべきは，スピノザ哲学の心身並行論

である。精神の能力が低下するとき，それに並行

して身体の能力も低下するし，同様に精神と身体

の能力は相関して増大する。精神と身体の能力

は並行して増減するとされる。PT の戦術概念は，

この心身並行論に基礎付けられている。この論に

従いつつ，PT の疲労が戦術的疲労とも呼称され

ることも考慮すれば，疲労も同様に心身並行的だ

と考えられる―すなわち精神面の疲労と身体面の

疲労が相関的に増減する，ということだ。スピノ

ザ哲学との関連は一定の留保が必要だろうが，事

実セルジオは，選手たちが疲労によってプレーの

質が落ちている事態は，身体的に疲労していると
0

同時に
0 0 0

，精神的にも疲労していることなのだと繰

り返し筆者に述べていた 25。疲労が戦術的であ

るというのは，身体的疲労と精神的疲労が並行し

ていることを含意するのだ。

加えて，PT の疲労概念は，あくまでもプレー

が展開される環境の戦術的強度（以降，より簡便

にこれを「環境の強度」と呼んでおこう）と相関

するものとして概念化されている。戦術的強度は，

メニューなどが試合に似ている程度，その複雑な

システムとしての程度のことで，これが高ければ

より疲労を惹起しやすく（その最も高いものが試

合そのものであった），低ければその分だけ疲労

を引き起こしにくいとされていた（例えばロンド

は戦術的強度が低く抑えられる）。すなわち，疲

労の程度は，環境の強度と相関していると言える。

以上を合わせれば，PT の疲労概念は次のよう

に「翻訳」できるだろう。プレーが展開される環

境の強度と相関し，心身両面が並行して，能力が

低下すること，である 26。

6．�「翻訳」によるトレーニングの人類

学は何をなしうるか

本稿の前半で検討したヴィヴェイロス・デ・カ

ストロの議論に沿って，この疲労概念の「翻訳」

てくるため戦術的強度は非常に高いが，持続時間

が最大 2 分であり，MF と同様にセッションごと

に別の DF のペアと交代するため，戦術的強度の

過度な増大が抑制される。なお，一方，ロンドで

ボールを保持する 3 人の選手と，ロンドが終わる

まで待機してから攻撃に参加する 3 人の選手たち

は，相対的に低い戦術的強度であるため，数本ご

とに一人ずつ交代されていた。

最後に，火曜と同様の人数と同様のスペースで

ゲームが行われた。一見すると持続時間が火曜の

4 分よりも長いが，火曜の 2 点で交代という条件

から 1 点という条件に変更され，より頻繁にグル

ープが入れ替わり，戦術的強度を低下させる。こ

のように主として持続時間を短くすることで，惹

起される疲労の抑制が図られている。

5．疲労概念の「翻訳」

以上の事例を踏まえつつ，疲労概念の「翻訳」

を試みよう。先述のように，PT は疲労を「戦術

的疲労」とも呼称し，疲労が身体的側面だけでな

く精神的な側面にも関与する包括的なものである

と概念化していた。事例で見たように，試合翌日

の月曜は，選手たちの疲労度が高すぎるために休

養日であった。それは選手たちがプレーできない
0 0 0 0

ほどに
0 0 0

疲労しているからと言える。また，例えば

火曜日では，日曜に試合に出場した選手たちはプ

レーできる程度がより低い―身体を動かすのも，

頭を働かせるのも，できる範囲が低いのである。

そして，やがてプレーを一定程度できるほどに
0 0 0 0 0 0

疲

労度が弱まるにつれ，より戦術的強度の高いメニ

ューを実行することが可能となる。PT において，

疲労とは，選手たちの心身がプレーできない程度

のこと，つまり能力の低下として概念化されてい

ると言える。

ところで，PT の戦術概念などはスピノザ哲学

に由来することが示唆されている [ 相原 2013a]。
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は，一つの語の中に異なる複数の現実を織り込ん
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

でいた
0 0 0

のだ。

PT の疲労概念には，心身両面の疲労と，選手

たちの能力の逓減という現実がそもそも含み込ま

れていた。しかし，我々はこれまでそれらの現実

を「疲労」として概念化していなかった。我々が

持っている他の疲労概念からすれば，心身並行性

や環境の強度との相関性は，隠れていた現実だろ

う。PT のこの概念を「翻訳」するという方法に

よりそれらの現実は，実際に我々が思考可能なも

のとして現実化される
0 0 0 0 0 0

。PT の疲労概念は，先に

挙げた 2 つの異なる現実を同時に表現していた―

つまり，1 つの文化（概念）が，複数の自然（現実）

を表現していたのだ。「翻訳」により，当の概念

が潜在的に含み込み隠れていた別の概念と現実が

析出されたのだ。

6-2　さらなる新しい現実の産出の可能性

すると概念の「翻訳」は，ただ単に概念の別の

用法を可能にして，我々の認識の多様化を―多文

化主義的な効果を―もたらすだけではないだろ

う。概念の中に隠れていた，潜在的に別の異なる

現実を現実化するだけでなく，さらにそれとは別

の現実を我々自身の手で創り出すことにもつなが

るのではないか。

2.2 で述べたように，スポーツ人類学は他のス

ポーツ諸科学と密接に関わる学問である。すると，

スポーツ人類学が「翻訳」により新たな概念を生

産すると，それは他のスポーツ諸科学に対し，こ

れまでとは異なるトレーニングのかたちを可能に

する基盤を与えることになる。これはブランチャ

ードとチェスカの議論に沿うものだろう。彼らは

「人類学的見通しによって可能となった，一般的

には社会的なあるいは特殊には兵站的なプログラ

ムに対する解答と解答の可能性は，スポーツと一

層明確に関係する仕事にたずさわる人たち（たと

えば，コーチ，体育教師，校内活動管理者，レク

が何を行ってきたのか，また「翻訳」がトレーニ

ングの人類学において何をなしうるのかを考察し

よう。

6-1　概念の生産と複数の現実

第一に，疲労という概念を「翻訳」するという

方法は，その概念の中に潜在的に畳み込まれてい

た，「環境の強度との相関した能力の低下」「疲労

の心身並行性」，という要素を析出させた。PT に

おいて疲労という現象は，単に筋肉と精神の両面

に関わるだけでなく，その両面が並行的であるこ

と，環境の強度と相関しつつ選手たちの心身両面

で能力が一時的に逓減することでもあった。

確かに，能力の低下といった要素は，例えば生

理学的な疲労概念にも含意されているかもしれな

い [e.g. 矢部 2006: 746]。能力の低下という要素そ

れ自体は，あるいはそれ単独では
0 0 0 0 0 0

確かに自明かも

しれない。しかし重要なのは，明示的とは言い難

かったこれらの要素が，「翻訳」という方法によ

って，より明示化されて析出されたという点，ま

た環境の強度などの別の要素と連関したかたちで

疲労が概念化された点にある。PT の疲労概念は

もはや疲労という語によって説明されるのではな

く，「心身並行性」「能力」「環境の強度」などの

別の語
0 0 0

を産出しながら
0 0 0 0 0 0 0

，それらに
0 0 0 0

よって
0 0 0

説明され

る，別の概念へと変容されたのだ。

これは以下のように別言できる。この別の概念

が産出された母胎である，一見したところ我々に

なじみ深いこの概念には，身体的・筋肉的な疲労

という現実的な現象と，心身の両面にまたがる疲

労という現実的な現象が，既に同時に畳み込まれ

ていた，と。PT の疲労概念は，心身の並行的な

疲労を表現し，環境の強度とも相関することを指

示し，能力の一時的な逓減をも表現する。これは，

二つの疲労のありかたという相異なる複数の現実

を，さらには能力上の逓減という現実などを，実

は既に同時に表現していた。いわばこの疲労概念
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ける疲労概念が消滅し別の疲労概念に取って代わ

るとか，新しいトレーニング理論が開発されて既

存のものが解体される事態を引き起こすことが企

図されているのではない。むしろ，ある一つの同

じ語・概念が指示する現実が多様化され，我々の

スポーツ諸科学の世界が多様なものへと拡張する

可能性自体を開こうとするのだ。そうして新しく

産出された概念を我々が手にし，それを我々自身

のトレーニング実践に応用したとき，我々自身が

今度は，例えば特定のスポーツのトレーニング現

場で，また別の概念を生産し，つまり再度の「翻訳」

によって，さらに別の疲労概念と，それが表現す

る別の現実を創り出す可能性があるだろう 27。

以上のように，「翻訳」によりトレーニングの

人類学を拓き探索することは，トレーニングの新

しい現実が創り出される可能性を開くことでもあ

る。フィールドで発見される概念の「翻訳」は，

広くスポーツ科学全体においてトレーニングを変

容させ，多様化させる基盤と可能性を提供しうる

のだ。

7．まとめと展望

本稿は，トレーニングの人類学という新たな領

野を拓くにあたり，近代スポーツが理論的に強固

に構成されているという特徴的な事実に着眼し，

フィールドで発見される概念をいかに学問的な言

葉へと変換するのかという方法論的問題を提起し

た。そこでヴィヴェイロス・デ・カストロの「翻

訳」に着目し，PT の疲労概念を，その応用実践

の事例を見ながら「翻訳」した。疲労概念は，心

身並行的で，環境の強度と相関する能力の低下と

して「翻訳」され，以上のような 2 つの新しい概

念を産出した。概念の「翻訳」は，新しい概念を

産出するとともに，一つの語・概念（文化）の中

に潜在的に含まれ隠れていた現実（自然）を捉え

ることを可能にし，また，スポーツ人類学者を含

リエーション指導者）にとって，おおいに関心が

ありかつ価値があるものとなるはずである」[ ブ

ランチャード & チェスカ 1988: 3] と述べ，スポ

ーツ人類学の研究が，やがてその領域を越えてよ

り広いスポーツ実践へと影響を与える可能性を指

摘する。これと同様に，またヴィヴェイロス・デ・

カストロが「我々の世界を多様化する」と言うよ

うに，トレーニングの人類学は，概念の「翻訳」

により，トレーニング実践を別のものへと変容さ

せ，その現実を多様化させる可能性を開くのでは

ないか。疲労に関して言えば，心身並行的な疲労

や環境との相関性を運動生理学的・心理学的に研

究する道筋や，それにもとづくトレーニング方法

の開発などがありうるかもしれない。これらは，

スポーツ人類学がスポーツ諸科学や，スポーツ指

導者に与えうる影響としてブランチャードとチェ

スカが挙げたのと同様な具体例に相当する [ ブラ

ンチャード & チェスカ 1988: 3, 27]。確かに，彼

らの以上の主張は，スポーツ人類学という学問を

自立させつつ，隣接する諸学問に対してその価値

を明確化する意図があったかもしれない。しかし，

むしろここで重要なのは，「翻訳」によるトレー

ニングの人類学が，スポーツ人類学内において，

また他のスポーツ諸科学との関連において果たし

うる役割の一つを，彼らの主張をなぞりつつも明

確化できたことにある。その役割こそ「我々の世

界を多様化する」ことだったのだ。

このようにトレーニングの人類学は，スポーツ

諸科学が律するトレーニング実践を相対化するだ

けではなく，それを別のものへと変容させる基点

を提供しうる。確かに，トレーニングの人類学も，

トレーニングに関わる他の領域と同様，トレーニ

ングの内容を考察の対象とする。しかし，前者は

何よりも，概念の「翻訳」によって生じるズレそ

れ自体に着眼し，そして現在のトレーニングの現

実が別のものへと変容する可能性自体に着目する

のだ。とはいえそれは何も，スポーツ諸科学にお
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(Endnotes)

  1　 ここでいう「理論」は，概念の集合体あるいはその総

体的体系という意味で用いる。

  2　 例えば Bourdieu [1977, 1980], Lave and Wenger [1991], 田

辺 [2003] など [cf. 相原 2013b; 福島 2010]。

  3　 ここでの「近代スポーツ」は宇佐美 [2004: 7-8] に準じ，

歴史的時間軸上，近代以降に成立したスポーツを指

す。また同様にさしあたり本稿が「トレーニング」と

呼ぶとき，近代スポーツにおいて実践される練習を指

示する総称とする。

  4　 なお，このような方向性は，他の数少ないスポーツ

のトレーニングに関する人類学的研究である Brownell 

[2006] も共有している。

  5　 この解釈は，決して登壇者たちの意図を見抜く試みで

はなく，筆者が彼らの議論の中にスポーツ人類学の新

しい問題が生まれていたのではないかと考えたとき，

生じたものである。その意味でこの解釈は，たとえ登

壇者たちの考えと異なっていたとしても，調査者が必

ずしもフィールドの人々の考え方に対して完璧な忠実

さを見せるわけではないなかでそこに学問的な問題を

見出すことと，相同的だろう。

  6　 ここでは先述のように，理論に律せられて展開される

実践に対象を限定する。確かに，本稿がのちに扱う事

例においても，PT の理論から説明しえない実践が存

在したことは十分にありうるし，その理論外の実践の

意義を本稿は軽視しない。しかし，概念の「翻訳」と

いう問題に関し，本稿の目的は理論外の実践を対象と

せずとも達成できると考えられる。

  7　 以下，特に指示のない限り，傍点強調は原著者による

イタリック強調である。本稿で引用する外国語文献の

日本語訳は，原則筆者による私訳である。

  8　 なお翻訳概念は，ポストコロニアリズムの中で民族誌

家による還元的な表象の政治性の問題とも関わって論

じられてきた [e.g. 本橋 2005; ヤング 2005]。ただ，こ

れは植民地主義の政治社会的問題であり，本稿の論点

とは異なる。

  9　 宇佐美は，この翻訳概念の基礎を人類学者の青木

保のいう「文化の翻訳」に求める [ 宇佐美 1999: 84, 

n.11]。青木は，「文化の翻訳」という行為によって，

フィールドの人々と人類学者のあいだに相互主観性を

成立させ，両者が共有する場―これは多様な文化に普

遍的に共有される「純粋文化」ともされる―を開くこ

とを目的とすると論じている [ 青木 1978]。青木はい

わば，文化間の差異が解消される地平を探求している

めたスポーツ研究者自身が別様のトレーニング実

践という現実を新たに生み出す可能性を開く。ト

レーニングの人類学は，我々自身のトレーニング

の現実を，多様化させる可能性を与えるのだ。

本稿は，その議論の対象をサッカーという近代

スポーツに限定してきた。では，以上の方法は，

いわゆる伝統スポーツ，民族スポーツに対して有

効だろうか。おそらく有効と考えられる。それは，

ヴィヴェイロス・デ・カストロがアマゾニア先住

民社会をもとに「翻訳」していたからだ。また，

他に問われるべき論点として，スポーツ実践のも

う一つの特徴的な事実と考えられる，理論が文書

化されるという事実，そしてその文書化された理

論と，実際の応用実践との関係が挙げられるだろ

う。

とはいえ本稿の目的は，フィールドで見つかる

概念の「翻訳」という方法によってトレーニング

の人類学を切り拓き，それがいかなる知見を与え

うるのか，何をなす可能性に開かれているかを検

討することにあった。もし人類学という営為が人

類学者自身の世界の変容をもたらしうるのなら，

本稿それ自体によって，スポーツ人類学者を含め

たスポーツ諸科学の研究者ら自身が関与する現実

を変容させ，新しい現実を生産させる可能性が―

微々たるものであっても―あるかもしれない。少

なくともここでは，新しい現実が，本稿に続く論

文というかたちをもって生産されることを，強く

俟ちたい。
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本稿は，2016 年に東京大学大学院に提出され

た博士論文の第 1 章と第 5 章を中心に大幅に修正

したものである。博士論文の主査であった木村秀

雄先生と副査の先生方に，また修正に際し，細

部に渡る貴重なコメントを頂いた匿名の査読者の

方々に御礼申し上げたい。
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れてすらいる [Tamarit 2013: 10]。よって以下の考察で

は，フラーデ自身の論考が僅少なため教え子の著作か

らも引用するが，PT を一つの理論的なまとまりとし，

論者ごとに異なる PT 内部の差異は論点としない。

14　 監督とコーチについては許可を得られたため実名で記

述するが，一部の選手からは正式な許可を得られなか

ったため，調査されたクラブ名についてはイニシャル

表記とする。

15　 クラブ“F”の年齢制限のある育成年代のチームは全

て，セルジオのようなフラーデの教え子たちが監督を

務め PT を採用していたが，そのトップチームは別の

トレーニング理論を採用していた。クラブ全体として

一貫して PT を採用していたのは，筆者に知り得た限

り，フラーデがコーチとして勤務していた FC ポルト

のみである。他のクラブには PT を採用する指導者が

点在しているものの，クラブ全体で採用しているわけ

ではない。

16　 本稿では便宜上，「メニュー」は個別的な練習形式，「セ

ッション」はメニューの中で繰り返し行われる単位を

指示する。

17　 “F”が強豪クラブとして定着しない理由は，本クラ

ブで活躍を見せた選手が，よりヒエラルキー上位のク

ラブへと引き抜かれるからである。例えば，調査前年

の 3 位のチームからは実に 4 人が別の近隣の強豪クラ

ブへと移籍したと聞いた。

18　 欧州サッカーの制度的事情は，現地で勤めた経験のあ

る日本のサッカー指導者がしばしば伝えてくれる。例

えば村松 [2009]，村松・小澤 [2013] など参照。

19　 実際，筆者が 2011 年 5 月にタマリッと会ったときも，

PT において最も重要で，かつ最も看過されがちなの

はこの疲労の戦術的側面だ，と彼は繰り返し強調して

いた。

20　 よって，「戦術」と呼ぶからといって特定のプレーの

形式のみを指示するわけではないことに留意したい。

この「戦術」概念も「翻訳」の対象となりうるが，フ

ィールドで発見される概念の「翻訳」という観点から

は，疲労概念だけで十分だと言えるため，本稿は「戦

術」概念を直接の「翻訳」の対象としない。

21　 イギリスのサッカー方法学者 E. ワーシントンは，サ

ッカーを様々な要素が介入する「複雑な全体（complex 

whole）」として定義し，チームとして適切な相互作

用を働かせつつプレーすることを「チーム技術（team 

skill）」と呼んだ [Worthington 1974]。彼の議論は PT と，

環境の複雑性（「複雑なシステム」）とプレーの包括的

とも言えるだろう。もしその地平が単一の現実（自然）

であれば，そのまま多文化主義の構造に一致する。

10　 この点に関連して，ヴィヴェイロス・デ・カストロは，

「裏切り」の効果の及ぶ範囲を人類学者の世界の内部

にしか認めていないように見える。確かに，『食人の

形而上学』では，ジル・ドゥルーズとフェリックス・

ガタリの共著『アンチ・オイディプス』『千のプラト

ー』への人類学―とくに，贈与論，親族論，（親族論

を含めた）構造主義など―の影響を指摘している [e.g. 

Viveiros de Castro 2009: 75]。この影響を，人類学によ

る「翻訳」が人類学を越えて与えた変容の効果の一例

と理解可能かもしれない。そう解釈できるかは曖昧で

はあるが，もしそう解釈することができ，「翻訳」の

効果が人類学を越えて他の分野にまで及ぶのだとしよ

う。すると，例えば構造主義的親族論を取り上げたと

き，彼は，哲学に加え（構造主義的）言語学への「翻訳」

の影響も視野に入れるべきだったし，少なくともその

効果の可能性に言及すべきだったのではないか。その

意味で，本稿での「翻訳」概念は，ヴィヴェイロス・デ・

カストロ自身のそれを，その内的な概念規定に基づき

ながらも，批判的に拡張している。スポーツ人類学に

おいては，「翻訳」の効果の範囲を，彼のように狭く

とるのではなく，6.2 でより詳細に言及するブランチ

ャードとチェスカの記述にもとづき，より広く他のス

ポーツ諸科学まで広げるべきと考えられるからだ。

11　 PT の理論としての起源について，相原 [2013a] は

1970 年代と述べる。しかし，本稿でのちに言及する

タマリッによるフラーデへのインタビューなどによれ

ば，PT はフラーデが学生時代から学んでいた知見を

もとに構想していた理論が原型である [Tamarit 2013: 

15-25]。よってその起源は，フラーデの学生時代，

1960 年代だとするのが適切だろう。

12　 “U-17”などは，チームに所属する選手がリーグ戦・

大会終了時に迎える上限の満年齢を示す略号である。

略号ではあるが，サッカーでは公式戦の名称などにも

用いられるため，本稿でも以下この略号を用いること

とする。

13　 教え子の著作は，ほとんど必ず出版前に元指導教員で

あるフラーデに一読されコメントが与えられる。例

えば，2011 年 5 月に筆者がタマリッにスペイン国バ

レンシア市にて出会った際，彼は 2 冊目の本 [Tamarit 

2013] を書き上げたばかりで，その 1 週間後にポルト

市に赴きフラーデにチェックされるのだと言ってい

た。そしてそのチェックの様子の写真は，本に掲載さ
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なあり方（「戦術」）に強く配慮する点を共有する。し

かし彼は個人技術の習熟に特化した練習メニューを設

計しており [Worthington 1974: 163-175]，プレーの包

括的なあり方を重視する態度と一貫していない。

22　 なお，スペースに関しては，セルジオが自らの歩幅で

距離を測りながら目算で設定している。この表につい

ても，筆者による目算である。

23　 以下，トレーニングメニューの訳語は，日本にて一般

的に流通し，それに対応していると考えられる名称が

ある場合，それを用いる。

24　 本稿では以下，ポジションについて，FW（フォワー

ド），MF（ミッドフィールダー），DF（ディフェンダー），

GK（ゴールキーパー）という記号を用いる。

25　 確かに，選手たちに個別に詳細な聞き取り調査を行え

ば，この心身並行性が彼らに本当に経験されているか，

PT の理論とプレーの実践などがズレているかなどを

検討できたかもしれない。しかし選手たちはトレーニ

ングや試合が終わると，保護者とすぐに帰宅すること

が多く，また彼らは日中高校に通っていたこともあり

十分な調査が行えなかった。以上については，改めて

調査を実施した上で別稿に譲りたい。

26　 補足しておけば，疲労概念の「翻訳」の結果生産され

たこれらの別の語は，PT の文献の中に登場しない。

しかし，例えば選手たちの疲労度が「環境の強度」と

比例することは事例として挙げたトレーニング実践か

ら読み取ることは十分に可能だろう。その意味でこの

「翻訳」は，PT に対して内在的に導き出された妥当な

理解であると考えられる。

27　 仮にこのような研究が実際に開始され，その結果，例

えば PT における疲労の心身並行性が否定されれば，

それは PT を今度は逆方向から相対化するだろう。そ

の意味で「翻訳」は，差異を次々に創り出すサイクル

の可能性を開いている。そのサイクルは，多様な世界

をさらに多様化させる，「小さな他性を氾濫させる」

[Viveiros de Castro 2009: 9] のだ。
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